
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

「地域の足」「観光の足」に係る
調査・働きかけの状況について

公共交通政策部門、物流・自動車局、観光庁

資料１



調査の概要について（地域の足・観光の足）
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・ 令和６年５月末調査時点で公共又は日本版ライドシェアの取組に未着手（※未回答含む）の自治
体622市町村

・ 47都道府県

地域の足

観光の足

「地域の足」及び「観光の足」について、令和６年７月上旬から７月末にかけて、以下に
対して調査を実施（いずれも回答率100%）。

• 以下の主要交通結節点約700箇所［事業者等を通じ調査］
- 主要駅（地域の玄関口にあたる新幹線駅・有料特急停車駅など）約600箇所
- 定期便が就航している空港 約80箇所
- クルーズ船ターミナルがある港湾 約20箇所



公共ライドシェア・日本版ライドシェア両方
82（13%）

公共ライドシェアのみ
87（14%）

日本版ライドシェアのみ
55（9%）

その他タクシー等の取組のみ
147（23%）

その他モードの導入、改善のみ
60（10%）

特に関心のある取組なし
191（31%）

224(36％)
市区町村が

公共又は日本版
ライドシェアに、
431（69%）
市区町村が

タクシー等の取組
に関心あり

【地域の足】調査結果（市区町村）について①

調査結果

＜凡例＞
・タクシー等：公共ライドシェア（自家用有償旅客運送（２号））の導入、

日本版ライドシェア（自家用車活用事業（３号））の導入、乗合タクシーの導入、タクシーの利便性向上
・その他モードの導入、改善：路線バス、コミュニティバス、デマンド交通、

無償交通（福祉輸送、病院送迎、スクールバス等）

今後、交通空白の解消に向けて関心のある取組
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制度に係る情報や知見の不足(157)

予算の不足(182)

担当職員のマンパワー不足(182)

既存の事業者との関係に悩んでいる(190)

新しい交通手段として、自家用車活用事業の導入を検討していきたいと考えているが、導入方法や運用方法
に関する知識が不足している。

交通事業者間での新制度の浸透が進んでおらず、完全な理解を得るには時間がかかる。

地域交通事業単体での収益化は困難であり、他分野と一体経営を行う・多様な主体と連携するなど新たな収
益源の創出が必要なほか、地域内外からの資金調達が課題となっている。

マンパワーの少ない当町のような小規模自治体では協議を調えるための利害関係者や有識者の調整に時間
がかかりすぎるため、スムーズに検討が進められない状況にある。

※ 上段の4項目を複数回答で選択する方式で調査、（ ）内は回答数。
※ 下段は自治体からのご意見を抜粋したもの

タクシー等の取組導入にあたっての課題については、以下のとおり（622市町村の回答）

【地域の足】調査結果（市区町村）について②
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公共ライドシェア・日本版ライドシェア両方
33（70%）

公共ライドシェアのみ
8（17%）

その他タクシー等の取組
3（7%）

特に関心のある取組なし（課題なし）
3（6%）

41
都道府県が

公共又は日本版
ライドシェア
に関心あり

【地域の足】調査結果（都道府県）について

調査結果
今後、市町村が交通空白を解消する取組として関心のあるもの

＜凡例＞
・タクシー等：公共ライドシェア（自家用有償旅客運送（２号））の導入、

日本版ライドシェア（自家用車活用事業（３号））の導入、乗合タクシーの導入、タクシーの利便性向上
・その他モードの導入、改善：路線バス、コミュニティバス、デマンド交通、

無償交通（福祉輸送、病院送迎、スクールバス等） 5



【地域の足】首長等への働きかけの状況について①
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運輸局による訪問例①

▲関東運輸局

全国の地方運輸局長等において、首長等に対する交通空白の解消に向けた働きかけ、伴走支援を実施中。
8/6(火)時点で200超の自治体（180市区町村、32都道府県）に訪問済

▲東北運輸局▲北海道運輸局
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運輸局による訪問例②

▲四国運輸局

▲北陸信越運輸局 ▲中部運輸局 ▲近畿運輸局

▲中国運輸局 ▲九州運輸局

【地域の足】首長等への働きかけの状況について②



【観光の足】調査結果（主要交通結節点）について ※一次集計

• 調査対象の約700箇所のうち、少なくとも約100箇所以上の交通結節点に関し、
「交通空白」に係る課題を認識しているとの回答があった。

モード別調査結果

調査結果

交通空白に関する課題が「ある」との回答数
• 主要駅：約 80 箇所
• 空 港：約 20 箇所
• 港 湾：約 10 箇所

合計 約 110 箇所
※箇所数については現時点のものであり、今後精査を行う過程で加除等を行う場合がある

各地域における状況を踏まえつつ、「先行的に解決を図る交通結節点」約50箇所
につき、まず対応を進める
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交通空白の解消に向けた今後の取組の方向性

地域の足

観光の足
• 「先行的に解決を図る交通結節点」約50箇所について、大別して

①公共又は日本版ライドシェアを導入または導入に向け検討
②タクシーの利用環境改善を実施または実施に向け検討
③JR・民鉄、航空会社、観光事業者等主導のサービスを導入又は導入に向け検討

等の類型ごとに、運輸局において伴走支援等を実施。

• 調査票において「交通空白」の課題認識が「あり」の自治体を中心に、
①公共又は日本版ライドシェアに関心あり
②その他タクシー等の取組に関心あり

等の類型ごとに、運輸局において首長等に対する働きかけ、自治体とタクシー事業者等の
橋渡し、伴走支援等を引き続き実施。
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